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前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２６/３７　　 　　　７０．３０%       ２８/３７　　 　　　７５．７０%

３１/３７　　 　　  ８３．７８%　　　　　　　　  　　　　　４０名

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

鈴木和信さん（社会奉仕ゲスト）

内田隆太さん

大庭治美君（三島RC)

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

久しぶりの通常例会ですね。先日の春の家族例会、マス釣り

にシイタケ狩りにバーベキュー、何時もにも増してお子様方の

多くの参加をいただき楽しい一日になりましね。親睦委員会の

皆さん誠にありがとうございました。バーベキューの後の〝手

にてつないで”も新鮮な感じがしました。

本日は、日大から鈴木先生ようこそおいで下さいました、１３日

にはお世話になります。また、去年の11月にカンボジアに訪問

した際、大変お世話になりました内田さん、その節はお世話に

なりました。

私の年度も後三か月、通常ならさよなら例会を残すのみといっ

たところですが、今年度はまたまだプログラムが続きます。13日

のイベントでは、皆さんに受付業務を中心にお願いをすること

となりますが、演目内容は充実しておりますので、皆さんも楽し

んでいただきたいと思っています。そして5月17日の記念式典

ではこの5年間に活動してきた奉仕事業の紹介や親クラブで

ある西クラブ会員様との親睦を中心に行いたいと思います。Ｉ

Ｍを仕切り切った若手会員の皆さんの実力の下、淡々と行え

ればと思っております。

そして、来週の例会は、先日同様フォーラムスタイルでインタ

ーアクトの深堀とイベントの直前ミーティンができればと考えて

おります。田方農業高校の学生と顧問の原川先生は、地球の

ステージにも参加していただけるとのことです。いろんな形で交

流を深めることで、最終的に認証まで到達できればと考えます。

　いつも最後にお話しする〝乗り鉄”ネタも、あと数回と思うと寂

しく思います。今日は、鉄道ウォッチスポットを紹介したいと思

います。鉄道の聖地としてその世界では有名な田端のカフェノ

ースライトでは、ＪＲ東日本の新幹線がいい感じで見られます。

また、神田万世橋のマーチエキュートは、線路に挟まれる形で

お店があるので迫力があります。さらに明治初期年創業の丸

善書店は店内にトレインビューがあり東京駅を往来する電車を

見ることができます。今はネットが充実していますのでこの他に

も様々なビュースポットの情報を得ることができます。自分の一

押しスポットを見つけるのも鉄オタの楽しみでもあります。

４月７日　 　仲原実圭君

3月２８日　　石井司人君

会員誕生日

入会記念日



野村諒子君

クラブ奉仕委員会卓話

スマイルボックス

米山晴敏君：野村さんの卓話楽しみです。鈴木和信先生のお

話も楽しみです。内田隆太さん、楽しんでください！

小島真君：お疲れ様です。私事ですが、来週4月10日水曜日、

21時54分よりBS11イレブンにて私のインタビュー映像が放映され

ます。短い動画ですが、お時間のある方は覗いて頂けると幸い

です。宣伝でした。宜しくお願い致します。

鈴木俊也君：3月17日に開催した、ゴルフ同好会コンペで幹事

なのに優勝してしまいました。スマイルします。

大庭靖貴君：春の家族会お疲れ様でした。

田村康晃君：春の家族会に参加して頂きありがとうございました。

天気もなんとか持ちまして楽しく釣りやバーベキューが出来たこ

とを本当にうれしく思っています。宝探しゲームにて三輪君がユ

ンボで深く隠しすぎて見つからないというハプニングもあり、子ど

も達も喜んで頂き感謝のスマイルをさせて頂きます。

仲原実圭君：3月17日に開催したゴルフコンペでうちのみどりが

準優勝させていただきました。お世話になりました。スマイルします。

野村諒子君：上岩崎公園桜まつり、無事に終わりました。天気も

良く大勢の皆さんに来ていただきました。協力して下さった皆さ

んありがとうございます。いよいよ来週35周年記念事業です。よろ

しくお願いします。

宮澤友一君：3月31日日曜日に推し活で東京ドームに行き、今

年初勝利を見届けることができました。7日の日曜日には神宮球

場に行ってきます。目指せ！アレンパ！

大川泰君：三島商工会議所三島YEG16年間の活動を3月にて

卒業いたしました。この経験を次のステージで活かせればと思っ

ております。改めて皆様宜しくお願い致します。ゴルフ同好会コン

ペ3位でしたのでスマイルさせてください。

石井司人君：早退させていただきます。

皆さん、よろしくお願いします。

私が専業主婦から、ボランティア活動に入っていた経緯は前回

お話させていただきました。これまで、様々な方々とお会いして、

多くのことを学ばせていただきました。

ボランティア活動は、お金にはなりませんが様々な人と出会った

ことで、その人とのつながりが私の財産となっていると思っていま

す。社会に出たことで、多くの学びを得ることが出来ました。

以下は私の活動の信条と経緯です。

１．市民活動の素晴らしさは、“人との出会い”

自分の歩む人生には限り（時間もチャンスも）があるけれど、人の

人生を知ることで、人生の悲哀、素晴らしさを学ぶことが出来る。

２．人としての出会いは、自分自身の財産

⑴全国の福祉を学ぼうとする人たちとの出会い　　45歳

　　（東京の勉強会　メンタルケア―スペシャリストとして）

⑵静岡県内のNPOを学ぼうとする人たちとの出会い　46歳

　　（静岡県NPO相談アドバイザーとして）

　　・静岡県内より150人の人が集まり、5年間NPOについて学ぶ

　　・静岡県東部地域に出向いて、NPO相談を受ける。（400団体設立）

⑶精神障がい者との出会い

　　　（やすのりバンドのマネージャー13年間）　48歳

⑷沼津駅前、沼津商連会館ビルの利用団体との出会い（8年）　

　　  　51歳

　　（静岡県東部地域交流プラザ　施設長、法人事務局長として）

　　・年間約3万人の人が利用する施設の運営責任者として従事

　　　する。

　　・利用団体：俳句会、美術協会、災害VC、五行歌の会、日本

　　　刺繍、高齢者体操、書道、短歌、フラダンス、宗教会、障が

　　　い者団体・・・

      アルコール依存症者によるAA、薬物依存、浮浪者？

　　　派遣切りによりネットカフェで寝泊まりする人・・・・

　　　アフリカ、ルワンダの民族紛争で逃れ、日本へ来た人

　　　医療ミスで片足切断し薬漬けの生活でも、フィリピンで60人

　　　を寮に住まわせ、日本語指導とパソコン指導して支援して　

　　　いる人など、様々な人が訪れる場所

　　　社会で行き場のない人にとって、拠り所となっていた場所。

⑸静岡県協働の底力実行員会（県土木）県内の市民活動の発

　　表の場づくり　10年

⑹静岡県ボランティア協会理事　6年

⑺（社福）静岡県共同募金会（赤い羽根共同募金）調査委15年目

⑻三島市議会議員　13年目　58歳より

⑼コミュニティスペース・ジモット代表　11年目

３．出会いは学びの場でもある。

どんなところで出会っても、どんな人生を歩んでいても、それはそ

の人が真剣に生きようとした道なら、人に感動を与え、前を向く勇

気を与えてくれます。出会いは、必ずしも社会的に立派な人たち

との出会いばかりではありません。特に東部地域交流プラザを運

営していた当時（平成15年～23年）は、正社員ではなく派遣社員

が急増していいた時代です。「派遣切り」となった人たちが行き場

を失い、路頭に迷っていました。　沼津の駅前にできたネットカフ

ェでは、こういう人たちが寝泊まりして暮らしていたところもありま

す。私が東部地域交流プラザを運営していた時は、積極的に居

場所として受け入れていました。彼らにとって社会や親族とのつ

ながりは、そこに置かれた無料で使えるパソコンで連絡を取り合う

ことが残された唯一の手段という人もいました。　栄養失調から

か、目が見えなくなったという青年が受付にきたこともあります。親

族に連絡しても「帰ってくるな」と冷たく言われ、行き場を失ってい

ました。たまたま、三島共立病院で受け入れていただき、生活保

生活保護を受けながら自立に向けて歩みだすことが出来ました。

　このような壮絶な人生を送っている人たちから、私自身気付かされ

たことがたくさんありました。今、それらの気づきが前を向く私の力とな

っています。

　＜地球のステージ　特別編＞について

　皆さんご協力をいただき、ありがとうございます。

　地球のステージは、精神科の医師である桑山紀彦さんが講師で

すが、医師としての活躍を紹介する内容ではありません。医師として

訪れた「海外の紛争、貧困、災害現場で暮す人々がこんなにも逞し

く、前を向いて生きている。その現状を日本の皆さんに知ってほし

い、伝えたい」という思いから始めたのが地球のステージです。地球

のステージは既にこの20年間で4000回を超えて全国で開催されてい

ます。私自身は、20年以上前、たまたま借りた地球のステージのプロ

モーションビデオを見て感動し、開催する提案をして第1回目は長

泉町、ベルフォーレで開催しました。それ以来、沼津市、三島市、御

殿場市などで開催してきましたが、紹介した先の御殿場市では、コロ

ナ前までガールスカウトの皆さんが毎年開催してくれていました。地

球のステージは、多くのファンの皆さんもいます。今回の開催でも、多

くのお客様に来ていただきたいと思います。皆さん、呼びかけをお願

いします。

当日、協力してくださる方は、

集合時間　　　10時

集合場所　　　市民文化会館1階ホール

衣装　　　　　せせらぎ三島ロータリークラブ　紺色ジャンバー着用

※10時から参加の方は、お弁当を用意します。

※役割分担は、別途連絡します。　　　　　　　　　


